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パネルディスカッション

○國部
ただいまから基調講演と２つのプレゼンテーションを受けて、｢環境経営

の世界的潮流｣というテーマでディスカッションに入りたいと思います。
最初に、このディスカッションの趣旨と、ディスカッションのポイントに

ついて簡単にご説明させていただきます。
今回のこのシンポジウムのテーマは「環境経営」、そしてディスカッショ

ンのテーマは「環境経営の世界的潮流」ですが、実は「環境経営」という言
葉が日本で使われだしたのはそんなに昔のことではありません。私の記憶で
は、ここ２年ぐらいの間に急速に広がってきた概念だと思います。
しかし、この「環境経営」という言葉を的確にあらわす英語表現がないの

です。環境経営を英語に訳す時に、２つの訳語の可能性があります。１つは
「サスティナブル・マネジメント」（今回の英訳）。もう一つは「エンバイロ
ンメンタル・マネジメント」です。しかし、この２つの訳語と日本語で言う
「環境経営」、この３つの相互関係が恐らく環境経営の世界的潮流を考えてい
く上で非常に重要であると考えられます。英語でいう「エンバイロンメンタ
ル・マネジメント」という言葉は、例えば工場における環境管理システムな
ど、具体的、技術的、そしてシステム的なところに焦点が置かれます。一方、
英語で「サスティナブル・マネジメント」というと、マーチン・ベネットさ
んからご報告がありましたように、環境のみならず社会、経済の側面も加味
した、より幅広い持続可能性を目指した経営という意味になります。
日本語で「環境経営」というのは、恐らくこのエンバイロンメンタル・マ

ネジメントと、サスティナブル・マネジメントの中間的な意味を持ち、単に
工場レベル、事業所レベルのシステムの問題だけではなく、企業経営全体に
環境の視点を浸透させようという考えだと私は思います。ただ、具体的な内
容についてはそれぞれ見解が分かれるでしょうし、まさにその点をこれから
議論していきたいと思います。
このディスカッションでは、「環境経営」、すなわちエンバイロンメンタ

ル・マネジメントとサスティナブル・マネジメントを包含した概念として、
狭義なものから広義なものまで含めた内容について議論をしていきたいと思
います。
これまでにヨーロッパの動向についてマーチン・ベネットさんから、また

グローバルに展開する企業、製造業の立場から山本さんにお話しいただきま
した。また、大前提として環境経営と、政策的な側面も含めて天野先生から
基調講演をいただきました。
ただ今から、次にアジアに拠点を置いて、特に韓国について環境管理の側面
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からご研究をされている李さんにお話いただきます。次に、環境に関わる金
融の重要性はそれぞれのプレゼンテーションの中でも言及されていたとおり
ですので、金融の立場から瀬尾さんにお話をいただきます。そして環境とい
うと、企業と国だけではなくやはり市民の立場、ＮＧＯ、ＮＰＯの立場が重
要ですので、ＮＰＯの立場から企業の環境経営に深く関わっておられる加藤
さんからお話をいただきたいと思います。
李さん、瀬尾さん、加藤さんの順番で、環境経営、あるいはエンバイロン

メンタル・マネジメントやサスティナブル・マネジメントについてのご見解
を、それぞれ１０分程度でお話しいただきたいと思います。


